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. 鈴木幸雄氏追悼.... ＠・

鈴
木
幸
雄
さ
ん
を
偲
ぶ

佐

鈴
木
幸
雄
さ
ん
が
逝
っ
て

早
く
も

一
年
半

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

幸
雄
さ
ん
と
の
山
会
い
は
、
昭
和
三
十
九

年
に
私
が
秋
田
運
送
に
入
社
し
て
一
年
ほ
ど

過
ぎ
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

。

会
杜
が
東
京

・

秋
田
問
の
路
線
を
計
画
し
、

自
動
車
課
と
路
線
課
が

一
緒
に
な
り
、
同
じ

職
湯
に
配
属
に
な
り
ま
し
た。

初
め
て
鈴
木
さ
ん
と

一

緒
の
配
車
に
な
っ
た
の
は....... 

東
京
で
、
十
一
1

十
一
一時....... 

問
を
交
代
で
運
転
し
ま
し

・
・
・
・・
・
・

た
。

運
転
し
な
が
ら
の
会.. ,

l
}4J 

話
の
中
で
、
鈴
木
さ
ん
が... 
守

い

山
岳
会

「
ア
キ
タ
ア
ル
パ

・
田園町

一F
f

イ
ン
ク
ラ
ブ
」
に
所
鴎
し
、.. 
－ Lf
一
「j

太
平
山
を
中
心
に
県
内
外

圃
・
・
・
F
V
刊

の
鷺
山
で
活
動
し
て
い
る...... 

こ
と
を

伺
い
ま
し
た
。

そ........ 

の
後
、
同
民
体
育
大
会
、....... 

県
民
大
会
等
の
選
手
や
役

I
l
l
i

－
－
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員
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る

こ

と
を

知
り
ま

し
た
。

翌
年
、
鈴
木
さ
ん
と
同
会
員
の
松
井
征
光

さ
ん
の
二
人
に
誘
わ
れ
て
、
残
雪
の
太
平
山

に
殺
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
と
も
な

吋

山
の
装
備
等
が
な
い
の
で
、

二
人
か
ら
借
り

て
の
登
山
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

。
中
腹
か
ら

の
残
雪
と
薮
漕
ぎ
は
苦
労
し
ま
し
た
が
、
残

雪
に
映
え

る
太
平
山
の
景
色
は
、
今
も
日
に

焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

斜
面
で
ピ
ッ
ケ
ル
、

ザ
イ
ル
の
使
い
方
等
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

そ
れ
が
、
私
が
現
在
も
山
歩
き
を
続

藤

博
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と
が
、
今
思
う
と
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
国
道
・

国
鉄
線
ち

順
次
改
良
整

備
さ
れ
、

年
々
快
適
な
運
転
が
出
来
る
よ
う

に
な
り

、
全
国
を
走
り
回
り
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
正
義
感
に
あ
ふ
れ
る
方
で

し
た
。

同
十
一九
年
ほ
ど
前
の

ま
だ
容
い
三
月

中
旬
、
通
り
か
か

っ
た
千
秋
公
聞
の
お
堀
で

ボ
l

ト
が
転
覆
し
、
二
人
の
巾
学
立
が
溺
れ

て
い
る
の
を
見
つ

け
、
身
を
切
る
よ
う
な
冷

た
い
池
に
飛
び
込
み
、
一
‘
人
を
救
助
し
ま
し

た
。

そ
の
行
為
は
一
日
同
く
評
価さ
れ
、
各
方
面

か
ら
賞
賛
と
激
励
の
千
紙
が
あ
っ
た
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
信
仰
心
む
厚
く
、
一

一．
古
神
社
の
多

忙
期
に
は
、
先
頭
に
な
り
助
勢
を
呼
び
か
け

て
協
力
し
ま
し
た
。

山
の
神
神
社
の
鳥
居
が

、

朽
ち
か
け
た
の
を
見
て
、
材
料
の
準
備
か
ら

制
作
ま

で
一
人
で
行
い
、
岳
友
も
協
力
し
て

交
代
で
担
ぎ
上
げ
、
見
事
に
建
立
し
ま
し
た
。

先
天
キ
チ
ガ
イ
と
→u
わ
れ
る
ほ
ど
、
党

一大

と
の
闘
わ
り
は
深
く
、
新
聞
で
も
「
ポ
ン
キ
チ
」

と
題
し
、
時
の
人
と
し
て
紹
介
も
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

荒
天
奉
納
は
、
里

R
の
み
な
ら
ず
、
太

平

山
の
山
頂
の
奥
R
へ
、
今
野
俊
一
氏
と
私
の

こ
人
で
九
年
間
奉

納
し
ま
し
た
。

山
開
き
前

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
篇
し
、
多
く
の
山
仲

間
が
こ
の
日
は
登
山
口
で
待
っ
て
協
力
し
て

く
れ
ま
し
た
。

開
山
祭
の
山
頂
で
、
進
藤
義

ぃ戸
さ
ん
の

三
吉
節
と
鈴
木
さ
ん
の
妙
技
で

、

火
勢
の
鞍
山
者
述
が
織
り

上
が
り
ま
し
た
。

そ

の
妙
技
は
素
晴
ら
し
く
、
鈴
木
さ
ん
の
右

に
出
る
方
は
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す

。

も

う
見
ら
れ
な
い
と
思
う
と
寂
し
い
限
り
で
す
。

鈴
木
さ

ん
自

身
は
、
「
伺
の趣
味
も
な
く

、

た
だ

一
つ
の
策
し
み
は
山
登
り
」
と

言
っ
て

い
ま
し
た
が
、
山
仲
間
に
は
、
言
諜
は
思
い

で
す
が
、
ク
サ
レ
タ
マ
ク
ラ
と
も
・
斉
わ
れ
る



ほ
ど
の
多
趣
味
で
し
た
。

山
登
り
の
聞
に
俳
句
を
読
み
続
け
、
N
H

K

に
投
稿
し
、
優
秀
賞
の
栄
常
に
輝
い
た
こ

と
、
今
ち
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん。
替
え
歌
ち
得

意
で
、
宴
会
で
は

「山
歌
の
メ
ロ
デ
ィ
」

で

披
山1出
し
て
く
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

山
岳
連
照
の
役
員
か
ら
も
運
転
の
腕
を
買

わ
れ
、
国
体
の
出
場
選
予
や
監
督
、
岳
連
役

員
の
訓
練
に
も
、
二
人
で
必
代
し
な
が
ら
走

り
ま
し
た
。

速
く
は
、
親
不
知
を
越
え
北
陸

道
を
滋
賀
ま
で
走
っ
た
時
、
沿
道
に
咲
く
豆

珠
沙
苓
を
見
な
が
ら
さ
り
げ
な
く
鈴
木
さ
ん

が
詠
ん
だ
句
で
す
、

「
近
江
路
は
今
が
盛
り
と
量
珠
沙
肇
」

秋
出
県
山
岳
連
開
の
高
校
山
岳
部
の
慌
留

を
中
心
と
し
た
各
の
富
十♂

山
登
山
と
冬
山
訓

練
の
た
め

、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
転
し
て
参

加
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

。

鈴
木
さ
ん
は
、
海
外
の
山
に
も
多
く
を
ら

れ
、
中
岡
台
湾

・

韓
国
の
山
々
を
走
破
し

ま
し
た
。

韓
同
号
山
に
は
奥
様
も
同
行
し

、

一
緒
に
山
頂
を
栴
め
ま
し
た
。

数
年
前
に
体
調
を
崩
さ
れ
、
入
退
院
を
繰

り
返
し
ま
し
た
の

亡
く
な
る
．
ヶ
月
ほ
ど
前

に
お
見
舞
い
し
た
と
こ
ろ
、
「
博
、
俺
は
も

う
ダ
メ
だ
」
と
つ
ぶ
や
く
の
で
、
「正
気
山

せ
よ
」
と
励
ま

し
た
の
が
、
鈴
木
さ
ん
と
の

最
後
の
会
話
と
な
り
ま
し
た
。

五
十
年
間
の
長
い
間
の
思
い
出
は
、
あ
ま

り
に
も
多
く
、
語
り
尽
く
す
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。

公
私
に
わ
た
り
、
長
い
間
お
世
話
に

な
り
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

今
頃
は

、

先
に
旅
立
だ
っ
た
先
帝
諸
氏
と

山
々
を
登
り
、
句
を
詠
ん
で
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

安
ら
か
に
眠
ら
れ
る
よ

う
、

り
中
し
上
げ
ま
す
。

（合
掌
）

(2) 日本山岳会 秋 田支部

心
か
ら
お
析

民

鈴
木
幸
雄
さ
ん
を
想
う佐

々
木

人
一
倍
の
世
話
相
灯
き
で、
ユ
ー

モ
ア
滋
れ

る
芸
達
者
な
鈴
木
幸
雌
さ
ん
が
逝
っ
て
か
ら

早
く
も
．
年
半
が
過
ぎ
去
っ
た
。

鈴
木
さ

ん
と
山
行
を
共
に
し
た
の
は
、
昭

和
凶
ト
年
代
の
初
め
頃
で
あ
っ
た
と
思
う
。

当
時
、
太
半
山
を
宅
体
と
し
て
奉

仕
活
動

し
て
い
た
太
半
山
警
備
委
員
会
で

、

山
田
に

建
つ
社
殿
や
施
設
、
登
山
道
の
整
備
な
ど
を、

我
々
仲
間
と
共
に
精
力
的
に
活
動
し
て
い
た

事
が
想
い
だ
さ
れ
る
。

鈴
木
さ
ん
は
、
特
に
職
人
技
に
後
れ
て
お

り
、
参
道
の
鳥
居
や
、
登
山
者
の
失
火
で
再

建
さ
れ
た
奥
御
殿
へ
の
手
造
り
の
額
、
は
て

は
究
大
を
奉
納
す
る
な
ど
、
物
事
に
良
く
気

づ
く
ア
イ
デ
ィ
ア
マ
ン
で
あ
っ
た
。

古
く
か
ら
所
属
し
て
い
た
ア
キ
タ
ア
ル

パ
イ
ン
・

ク
ラ
ブ
時
代
で
は
、
県
民
体
台
大

会
に
選
手
や
役
員
と
し
て
出
場
し
た
り
、
秋

田
市
制
肖
周
年
記
念
事
業
で
あ
っ
た
巾
同

一

ア
ル
チ
ン
号
山
に
も
参
加

す
る
な
ど
、
長
い

間
幅
広
く
号
山
活
動
に
情
熱
を
燃
や
し
て
き

た
実
力
の
あ
る
山
労
で
も
あ
っ
た
。

半
成
三
年
、
秋
出
支
部

に
入
会

（会
員
番

号
一
O
九
七

一
）
し
、
翌
年
の
平
成
四
年

、

秋
出
支
部
初
の
海
外
登
山
「
韓
国
・
智
巽
山」

に
は
奥
さ
ん
を
伴
っ
て
参
加
、

か
つ
て
考
っ

た
科
異
山
を
愛
妻
に
も
登
ら
せ
た
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

そ
の
時
、
智
田
火
山
山
頂に
姉
妹
山
の
友
好

印
と
し
て
、
太
平
山
の
石
を
奉
納
し
て
く
だ

さ
っ
た
の
も
鈴
木
さ
ん
で
あ
っ
た。

そ
し
て
、
そ
の
翌
々
年

（
平
成
六
年
）
に

実
施
し
た
台
湾
・
南
湖
大
山
に
も
参
加
し
て

秀

頂
い
た
が
、
運
悪
く
登
山
中
に
休
調
を
崩
し

途
中
で
断
念
。

以
後
、
登
山
活
動
の
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
事
は
返
す
返
す

も
残
念
で
あ
っ
た
事
と
思
う。

鈴
木
さ
ん
は
、
8
ミ

リ
撮
影
、
漢
詩
や
俳

句
、

替
え
歌
な
ど
に
も
優
れ
、
秋
田
奇
々
怪

会
会
長
に
推
挙
さ
れ
る
な
ど
、
幅E払
い
趣
味

の
快
界
を
謡
歌
さ
れ
、
悔
い
の
な
い
人
主
で

あ
っ
た
と
思
う
。

司

平成4年 1 IH9 日 稼同 － 特異山頂上で
自作の登頂幕を飾る鈴木こ夫妻

委ミツさん 鈴木幸雄さん

内
村

こ
こ
に
、
支
部
設
立
五
O
周
年
時
に
開
封

さ
れ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
託
し
た
鈴
木
さ

ん
の
作
品
と
、
平
成
十
二
年
度N
H

K

全
国

俳
句
大
会
で
入
選
さ
れ
た
俳
句
と
、
そ
れ
に

雨
湖
火
山
の
想
い
出
を
綴
っ
た
漢
詩
を
紹
介

し
、

お
し
ど
り
夫
婦
の
手
本
で
あ
っ
た
鈴
木

幸
雄
さ
ん
の
ご
冥
柄
を
祈
り
た
い
。

（
ん
只
宇
）

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

（H
の
砂
漠
の
替
え
歌

月
の
山
道

と
ぼ
と
ぼ
と

重
い
ザ
ッ
ク
を
背
中
に
背
負
い

ブ
ナ
の
林
の
中
を
行
く

黄
色
い
シ
ャ
ツ
の
山
男

一雨
降
る
口
も
風
の
H
も

雪
降
る
口
も
た
た

一
人

雲
閣
に
見
え
る
峰
を
街
し

黙
っ
て
登
っ
て
行
き
ま
し
た

星
の
降
る
夜
は
思
い
出
す

速
い
昔
の
山
川
の
ぷ

ほ
の
か
な
ラ
ン
プ
の
灯
の
下
で

苓
ん
で
明
か
し
た
あ
の
友
を

外
は
吹
雪
の
山
小
屋
で

N
H
K

全
国
俳
句
大
室
入
選

カ
タ
ク
リ
の

化
よ
け
て
行
く

南
湖
陣
上
満
月
詩

南
湖
火
山
照
満
月

雲
稜
山
荘
松
影
見

阿
美
族
美
女
子
継

山
男
達
踊
輪
中
人

花
蓮
楽
過

一
夜
忘

太
魯
閤
渓
行
絶
景

大
男
一
色
美
我
感
鍬

何
日
来

一七
山
堂
頂

山
友
哲
三
収
台
湾
去

国
帰
途
中
運
上
送

機
窓
見
高
士
雪
峰

自
問
林
氏
笑
顔
浮

久
郷
帰
安
子
我
迎

登
山
靴



日本山岳会秋田支部(3) 

太
平
山
山
開
き
清
掃

登
山
に
協
力

六
月
十
円
H

（日
）、
太
平
山
県
立
公
岡

整
備
促
進
地
域
協
議
会
に
よ
る
恒
例
の

「太

平
山
山
開
き

清
掃
登
山
」
が
行
わ
れ
た
。

秋

田
市
か
ら
の

一
般
参
加
者
約

一一
一
十
名
、
そ
の

サ
ポ
ー
ト
し
て
協
力。

今
年
は
ヒ
メ
シ
ャ
ガ
の
開
花
が
早
く
、

す
っ
か
り
散
っ
て
い
た
が
、
ブ
ナ
の
新
緑
が

輝
い
て
い
て
、
登
山
者
は
大
変
吉
ん
で
い
た
。

山
田
に
あ
る
奥
富
社
殿
で
安
全
登
山
の
祈

願
。

記
念
撮
影
の
後
下
山
。

陶
が
心
配
さ
れ

る
雫
模
様
で
あ
っ
た
が
、
な
ん
と
か
持
ち
こ

た
え
て
く
れ
た。

多
少
の
遅
れ
も
あ
っ
た
が
、
落
伍
者
も
無

く
、
九十
員
無
事
に
駐
車
場
に
到
着。

市
民
登
山
に
先
立
ち
、
旧
制
井
副
支
部
長
を

中
心
に
、
秋
同
支
部
公
論
的
事
業
の

一
環
と

し
て
、
登
山
道
に
「
七
曲
」
等
の
標
識
を
設

置
し
た
。

昨
年
設
置
し
た
標
識
と
共
に
登
山
者
か
ら

は
、
「
位
置
関
係
が

は
っ
き
り
わ
か
り
有

鑑
い
」
、
「
一
泌
称を
初

め
て
知
っ
た
」
と
の

戸
も
あ
り
、
好
評
だ
。

．あやめ土反

箇本必.金a・...，. －，

秋
田
支
部
参
加
者

佐
々
木
民
禿
三
浦
員
六
樹
井
弘

鎌
同
倫
夫
安
藤
令
栄
石
川
祐
子

鈴
木
裕
子
若
月
寿
長
岡
幸
則

佐
々
木
長
秀
杭
々
木
悦
子

藤
間
正
義
佐
政
英

－U

。
川
島
会
員
の

捜
索
に
つ
い
て
協
議

保，井前IJ文部長

七
刈

一
．1
二
H

午
前
十
時
か
ら
ア
ル
ヴ
エ

市
民
交
流
室
で
開
催
。

・

昨
年
、
部
名
毛
沢
入
山
n
に
設
置
し
た
「情

報
提
供
願
い
」
の
な
札
が
雪
で
壊
れ
た
の
で
、

出
門
会
員
が
新
た
に
設
置
し
た
。

・
今
野
支
部
長
が
五
月
に
一
．度
入
山
。

杭
々
木

（
長
）
委
引
が
仙
北
署
に
連
絡
し

た
こ
と
等
の
報
告

。

・
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
。

出
席
者

今
野
（口
円）

鈴
木

（硲
）
佐
々

木
（民
）

佐
々
木
（長
）

「自
然
保
護
全
国
集
会
」

七
月
十

－

目
、

ト

一
－日
の
二
H

問
、
東
京

都
青
梅
市
で
、
日
本
山
岳
会
白
熱
保
護
全
同

集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

会
場
の
「
か
ん
ぽ
の

宿
・

青
梅
」

に
は
、
符
支
部
の
代
表
者
約

一
O
O
名
が
集
ま
り

、

秋
田
支
部
か
ら
は
、

制
出
光
子
会
員
と
佐
々
木
長
秀

、

そ
れ
に
大

船
武
彦
会
員
（
（
東
京
多
摩
支
部
）
が
参加
し

た
。自

然
保
護
委
員
会
は
、
一
九
六
四
年
に
設

立
さ
れ

、

今
年
が
五
O
年
の
節
目
の
年
で
あ

る
。

従
っ
て

、

集
会
の
テ
！
マ
を

「自
然
保

護
委
員
会
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
」
と

し
、

H

本
山
岳
会
東
京
多
摩
文
部
と
の
共
躍
で
間

か
れ
た
も
の
で
あ
る。

内
容
は

、

十
一
日
が
一
O
時
か
ら
「支
部

報
告
」
、十
三
時
か
ら

「全
体
集
会

（基
調

講
演
・
パ
、
不ル
デ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
ご
、
十
六

時
三
O
分
か
ら

「
ト
人
懇
規
会」
で
あ
り
、

十
二
日
は
「
記
念
山
行

（
フィ
ー
ル
ド
ス
タ

デ
ィ
）
で
あ
る
。

基
調
講
演
は
、
辻
村
千
尋
氏

（日
本
自
然

保
護
協
会
）
に
よ
る
、
「南
ア
ル
プ
ス
を
貫
く
、

リ

ニ
ア
新
幹
線
の
自
然
破
壊
に
つ
い
て
」
で

あ
っ
た
。

ず
さ
ん
な
環
境
ア
セ
ス
、
活
断
府

を

横
切
る

大
て
事

、

強
力
な
電
磁
波
に
よ
る

人
体
や
環
境
へ
の
協
鵬
首
、
な
ど
の
問
題
点
が

指
摘
さ
れ
、
私
の
こ
れ
ま
で
の
認
識
の甘
さ

を
捕
感
す
る
。

「
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ

シ
ヨ
ン
」

で
は
、
尾

瀬
の
向
然
保
護
、
ス
ー
パ
ー
林
道
建
設
、
内

神
山
地
と

峠
越
林
道
、
ス
キ
i

場
開
発
、
イ

ヌ
ワ
シ
の
保
護
な
ど
、
問
題
点
を
指
摘
し
運

参
加
報
告

佐
々
木
長

動
を
発
展
さ
せ

、

多
く
の
成
果
を
あ
げ
て
き

た
。

今
後
は
、
こ
う
し
た
取
組
み
に
加
え

て
、

「山
の
H
」

が
制
定

さ
れ
た
こ
と
を
期
に
、

向
然
に
親
し

み
な
が
ら
自
然
保
護
の
重
要
性

を
知
っ
て
も
ら
う
、
管
蒙
活
動
が
重
要
な
役

割
に
な
る
の
で
は
な
い
か

、

な
ど
の
発
百
が

出
さ

れ
た
。

「支
部
報
告
」
で
は
、
会
員
の
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
人づ
く
り
の
計
画
が
必
要
だ
。

各
種
講
廃
や
講
習
会
の
開
催
に
力
を
入
れ
て

い
る
。

フ
ラ
ワ
ー

ト
レ
ッ

キ
ン
グ
や

、

花
を

観
る
会
な
ど
を
企
画
し
、
会
員
以
外
の
参
加

者
に
も
呼
び
か
け
て
い
る
。

ま
た
、
会
員
の
「高
齢
化
と

担
い
手
不
足
」

を
嘆
く
だ
け
で
な
く
、
山
へ
の
関
心
の
高
ま

り
の
中
で

、

今
で
き
る
こ
と
を

計
画
し
、
活

動
を
強
化
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
強
調
す
る

発
言
が
多
か
っ
た
。

ま
た
秋
田
支
部
と
し

て
は

、

佐々木 （長） 福山 大船
会場の Iかんぽの宿j 前で

支
部
自
然
保



(1) 

護
委
員
会
の
現
状
・
堀
井
副
支
部
長
を
中
心

に
し
た
活
動

－

自
然
保
護
に
関
わ
る
特
輯
公

益
的
事
業

・

今
後
の
課
題
と
活
動
の
方
向
を

内
容
と
し
た

「
レ
ポ
ー
ト
」
を
事
前
に
提
出

し
、
全
体
討
論
に
参
加
し
た
。

十
二
口
の
「
記
念
山
行」
は

、

①
大
岳
山

コ
l

ス
、
②
尚
昆
の
森
見
学
コl
ス
、
③
横

沢
入
コ
l

ス
、
の
二
コ
l

ス
が
あ
る
。

福
岡

会
員
は
、
②
コ
l

ス
。

私
は

、

①
コ
l

ス
。

大
船
会
員
は
、
体
調
が
悪
く

．

A’
参
加
で
あ
っ
た
。

私
の
参
加
し
た
大
岳
山

（
お
お
た
けさ
ん
）

は
、
東
京
都
の
奥
多
摩
山
域
に
あ
り
、
標
高

－
二
六
七
m
の
山
で
あ
る
。

特
徴
の
あ
る
山

容
か
ら
、
奥
多
・
障
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
作
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た

、

古
く
か
ら
山
岳
信
仰
の
対
象
と
な

り
、

栄
え
た
山
で
あ
る

。

「日
本
一
．0
0
名

山
」
・
「花
の
一
O
O
名
山
』

の

一
つ
に
も
数

え

ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
登
山
路
は

、

庶
民
の
御
舟

（み
た

け
）
詣
で
賑
わ
っ
た
御
師
（
お
し
）
集
落
を

出
発
点
と
し
、
御
岳
神
社
ふ
介
場

？
の
く
ば
）

峠
・
大
岳
山
壮
・

大
岳
山
頂
を
往
復
す
る

ル
ー

ト
で
あ
る
。

所
要
時
間
は
休
憩
時
間
ち
合
め

約
六
時
間
で
あ
る

が
、

山
登
り
の
経
験
者
が

巾
心
で
あ
っ
た
た
め
、
実
質
的
に
は
五
時
間

弱
で
あ
っ
た

整
備
さ

れ
た
守
山
道
と

、

好
天
に
も
忠
ま

れ
、
実
に
快
適
な
山
行
で
あ
っ
た
。

特
に
、
多
摩
支
部
向
然
保
護
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
る

、
草
花
や
樹
木
の
詳
し
い
説

明
が
あ
り

、

「
自
然
観
察
会
」

の
や
り
方
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き、

私
に
と
っ

て
大

変
に
有
意
義
な
山
行
と
な

っ
た
。

日本山岳会秋田支部

ー
本
会
総
会
開
催

l

平
成
二
十
七
年
度
通
常
総
会
が
、

六
刀

二
十
日
午
後
二
時
か
ら

、

東
京
四
芥
の
主
婦

会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
開
催
さ
れ
、
今
野
支
部

長
出
席
。

平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
報
特
、
決
第
報

告
が
承
認
さ
れ、
二
卜
七
年
度
事
業
計
画
及

び
収
支
予
算
の
報
告
が
あ
っ
た。

本
年
は
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
理
事、

監

事
は
提
案
通
り
に
承
認
さ
れ
た。

（
会
報
「山
」
七
月
号
参
照
）

な
お
、
会
長、

副
会
長
、
常
務
剤
事
は
、「総

会
で
選
任
さ

れ
た
浬
崇
の
巾
か
ら
理
事
会
の

決
議
に
よ
っ
て
卸
一
事
の
中
か
ら
選
出
す
る」

定
款
に
従
っ
て
、

次
の
よ

う
に
選
出
さ
れ
た
。

本
会
新
役
員

会
長

副
会
長

常
務
理
事

小
林
政
志

古
川
正
幸

山
出
和
人

神
長
幹
雄

会
員
数
情
報

大
久
保
晴
美

佐
藤

守

。
会
員
数

半
成
二
十
六
年
度
末

五
O
三
六
名

名
誉
会
員

永
年
会
員

終
身
会
員

通
常
会
員

青
年
会
員

・

他

秋
田
支
部
会
員
数

名

三
凶
七
名

七
四
朽

凶
三
三
九
名

二
人
ハ
四
名

六
十
二
名

平
成
二
十
六
年
四
月

日

現
在

会
務
報
告

。
東
北
・
北
海
道
地
区
集
会

担
当
者
会
議

O
六
月
二
十
五
日
九
時

か
ら
泉
コ
ミ
ェ
ニ

テ
イ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

一－

十
八
年
度
に
秋
田
支
部
主
管
で
開
催

さ
れ
る
、
東
北
・

北
海
道
地
区
集
会
に

つ
い
て
協
議
。

開
催
地
森
吉
地
区
桃
洞
の
滝
周
辺

の
散
策
を
中
心
と
し
て
コ
1

ス
を
考
え
る
。

開
催
制
時
は
七
月
下
旬
頃
等
を
協
議。

出
席
者

今
野
百
円
）

三
浦
（
員
）
鈴
木
（裕
）
関
井

佐
々
木
（長
）

鎌
問

O
七
月
十
七
口
奥
森
六
地
域
下
見

午
前
六
時
、
道
の
駅
五
城
円
出
発
。

旧
く
ま

げ
ら
保
護
セ
ン
タ
ー
野
生
鳥
獣

セ
ン
タ
ー
、
食
古
山
荘
等
視
察

、

見
学
。

桃
洞
の
滝

、

赤
水
渓
谷
等
現
地
調
査
。

出
席
者

二
浦
（良

佐
々
木
（長
）

鎌
田

安
勝
（
金
）

O
八
月
十
九
H

会
吉
山
下
見
。

午
前
六
時
、
道
の
駅
五
城
目
出
発
。

ヒ
パ
ク
ラ
コ
l

ス
、
ゴ
ン
ド
ラ
コ
l

ス

の
歩
道
状
況
、
歩
行
時
間

。

秋
田
か
ら
現
地
ま
で
の
お

お
よ
そ
の
時

間
、
宿
舎
か
ら

ゴ
ン
ド
ラ
乗
り
場
ま

で

の
時
間
等
の
確
認
。

記
念
品
に
つ
い
て
検
討

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
手
配
等

出
席
者

三
浦
（
青山）

鈴
木
（
裕
）

佐
藤
（
持
）
安
政

（金
）

鎌
田

行
事
参
加
報
告

。
申
央
地
区
山
岳
協
議
会
総
会

六
片
二
十
七
日
午
後
六
時
三
十
分
か
ら

、

宍
古
神
社
斎
館
で
開
催
。

十
二
国
体
か
ら

十
五
名
出
席
。
当
支
部
か
ら
佐
々
木
（民
）
、

崩
井
出
席
。

事
業
・

決
算
の
報
告
や
事
業

・

予
算
案
を
審
議
し
、
共
々
添
認。

E野

自B

元
会
員

吉
川
信
市
氏
は

、

病
気
療
養
の

と
こ
ろ

、

内
月
三
日
逝
去
さ
れま
し
た
。

（
一
日

f

年
八
十
六
才
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

吉
川
氏
は
昭
和
竺
十
五
年
入
会
（
会
員
番

号
三
八

，

九
）、
海
外
赴
任
が
多
く
途
中
退
会
。

平
成
十
五
年
復
活
会
員
と
な
った
が
、
病
気

の
た
め
再
退
会
。

古
川
氏
の
考
案
で
作
製
さ

れ
た
モ
リ
ヤ

ピ
ッ
ケ
ル
は
、
け
本
山
岳
会
マ
ナ
ス
ル
登
山

隊
や
両
極
越
冬
障
で
使
用さ
れ
た
こ
と
で
布
名
。

晩
年
に
モ
リ
ヤ
ピ
ッ
ケ
ル
の
所
在
を
調
査

し
、

纏
め
て
い
る

著
脅

「水
を
飲
む
人
掘
る
人
」

「
我
がい宵
存
の
山
円
記
」

「我
が
旅
の
始
ま

り
は
エ
チ
オ
ピ
ア
か
ら
」

~ 

冒

会
報
九
十
七
号

・

川
町
山崎
ム一三
」
刊
方
士
山

v

、え
る
。

・

県
岳
連
総
会
出
席
者
に、

高
橋
守

ご
滞
俊
雄
を
加
え
る 五

千
円
に
今
野
口
円
雌
を
加


